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アブストラクト：日常でも使用されるオノマトペだが、聴覚障害児にとってオノマトペは感覚的な理解が

困難である。そのため療育の現場ではオノマトペの学習が行われている。本研究ではより良い療育のため

に動画を使用したデジタル教材を制作し、聴覚障害児のオノマトペ学習支援を行うことを目的とする。 
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１. はじめに 

『日本語オノマトペ辞典』（小野.2007）には

約 4500 もの擬音語・擬態語が載っており[1],

我々はこれらを始めとした様々なオノマトペ

を使い分けることで細かなニュアンスを表現

している.しかし,聴覚障害児は音を情報とし

て認知することが困難であるため,オノマト

ペの学習に課題がある. 

爲川らの実験によると[2],健聴児と聴覚障

害児の間にはオノマトペの正答率に有意差が

見られるとされている. 本研究は、動画を活

用したデジタル教材を開発し、聴覚障害児の

オノマトペ学習に有用であるかを言語聴覚士

と共に検証する。 

 

２. 研究手法 

制作するデジタル教材の要件についてまと

める.金田一らの分類によるとオノマトペは

擬音語,擬声語,擬態語,擬容語,擬情語の 5 種

類に分けられる[3].その中で擬情語は動画で

表現することが難しいため.デモ版は擬情語

除く 4 種類の中から選出する.  
日向らは『擬音語・擬態語辞典』で取り上げ

られている 1647 語を 49 の型に分類した[4].

この分類の中で最も数が多かったものが「わ

くわく」のような同じ音が繰り返される ABAB

型であり,約 4 分の１の 419 語占めていた。 

以上より数が多くまた,発音しやすさの観

点から ABAB 型の単語に限定する. 

また単語に対しての認識のずれを防ぐため

動画は対象となるものや動作以外の余計なも

のが写っているないシンプルでなものを使用

する.未就学児の使用も想定しているため,文

字はひらがな,カタカナのみを使用する. 

 

３. 検証 

 療育の現場では現在図 1のような教材が使用

されている[5]. 

図 1 ひとりでとっくん 60 ようすことば 

 

 こちらを参考にデジタル教材のデモ版を作

成していく図 2 はスマートフォンアプリ

『Vocagraphy+』[6]を使用し実際に作成した

ものである. 『Vocagraphy+』は吉岡が開発し

た単語帳アプリである。画像や動画を入れ自

分だけの単語帳を簡単に作ることが出来る。 

この教材はひとつの単語に対して「複数の映

像」,「例文テキスト」,「様子やイメージ」で

構成されている.  
 複数の動画を使用することで,オノマトペ

を誤解して覚えるリスクを減らす狙いがある.
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ひとつの単語に対して状況が違うものなど複

数のバリエーションを用意することで,共通

する要素を学習し,様々な場面での使い方を

覚えると同時に誤用を減らせると考えた. 

図 2 デジタル教材のデモ版 映像部分 

 

例文テキストはできるだけ簡単な文章を使

用し,学習するオノマトペの部分が穴抜けと

なっている. 

図 3 デジタル教材のデモ版 テキスト部分 

 

メモ欄を使用し,そのオノマトペに対する様

子やイメージを共有する.しかし,オノマトペ

は健聴者であってもニュアンスの捉え方に個

人差が多いため,全ての人が一致するような

内容を書くことが難しい場合がある.そのた

め辞典を参考にするなどして記述する内容に

は注意して作成する. 

 2024年 9月 9 日,これらのデモ版を参考に言

語聴覚士3名と協議を行なった.聴覚障害児の

言語学習は、年齢別の学習ではなく個人の言

語レベルに合わせて学習を行うため,年齢に

よっては覚えた言葉を日常的に使用する頻度

が減るぶん定着がしにくく,必要となるタイ

ミングで出てこないことがある.そのためこ

ういったデジタル教材は有効だという評価を

いただいた. 

４. 結果 

 協議の結果,これらデジタル教材は聴覚障害

児のオノマトペ学習に有効だという意見が得

られた. しかし, 雨や風などの様子を表すオ

ノマトペなど実写映像だと表現しにくい単語

もあると言う課題も見つかった. 

 

５. 展望 

 今回行った協議を元に引き続きデジタル教

材の制作,改善をする.動画はアニメーション

と組み合わせること伝わりやすくなるように

工夫する。文章の作成は、専門の医療機関であ

るノーサイドクリニックに依頼し、質の高い

ものを目指す。また,同機関での実証実験も行

う. 

 オノマトペを理解することで日常生活での

表現力の増加及び,漫画や小説などの娯楽メ

ディアをより楽しむことが出来るようになる

と期待出来る. 
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